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八街少年院

人はみな、
生かされて
生きてゆく。

令和 5 年

8 月 Vol.14

認定特定非営利活動法人千葉県就労支援事業者機構 〒 260-0021 千葉市中央区新宿 1-5-8　電話 043-243-0086　FAX 043-306-3055

「居場所」と「出番」　

八街少年院 院長　樋口　光平

　認定特定非営利活動法人千葉県就労支援事業者機構
の皆様におかれましては、平素から少年院在院者の円滑
な社会復帰に向け多大なる御支援をいただいていること
に関し、本紙面をお借りして、改めて深く感謝申し上げま
す。現在、当院の在院者が御機構のお力添えをいただき、
社会復帰へあと数歩という段階にまで漕ぎつけているな
ど、今後も、御機構の御支援が当院在院者の社会復帰
には必要不可欠であると痛感しているところであります。
　さて、「就労支援」という言葉が私の耳に自然と入ってく
るようになったのは、平成18年頃のことです。総合的就

労支援制度という大きな枠組みが構築され、刑務所や少
年院を出所（出院）した者たちへの就職に係る支援を行う
ことを大きな柱として、翌19年から省庁や地方自治体の
枠組みを超えた横断的かつ重層的な取組が本格的に展開
されはじめたものと記憶しております。そして、その数年後
には、「居場所」と「出番」という言葉がやはり自然と耳に
入ってくるようになり、出所（院）者の「居場所」と「出番」
確保の重要性が至るところで話題になっていました。
　ここで、令和 3 年版「犯罪白書」から「居場所」と
「出番」に関係するデータを御紹介させていただきます。

① 少年院入院者の保護者の状況
 （カッコ内は女子の数値です。）
	 実父母：32.7%（31.4%）　実母：38.9%（41.6%）
※	両親が揃っている在院者は男女ともに約3割となっ
ています。

② 虐待経験の有無
 ある：37.9%（68.6%）
※	女子が圧倒的に多い結果となっています。

③教育程度
 高校中退：43.1%（48.9%）
※	おおよそ2人に1人は高校を中退していることにな
ります。

④ 不良集団関係
 地域不良集団に属していた：34.0%（22.6%）
※	5 年前（平成 28 年版）の数値は、29.2%（19.2%）
でした。

　「居場所」と「出番」は関連性が非常に高い、いわば、
密接不可分の関係にあるように思っています。つまり、そ
もそも「居場所」がなければ「出番」はあり得ませんし、
仮に「居場所」があったとしてもその居場所で自分の「出
番」がなければ居心地が良くないと感じ、その「居場所」
から離れていってしまう可能性があります。
　「居場所」として一般的に考えられるのは、「家庭」「学校」
「職場」「地域」でしょうか。しかしながら、前掲の犯罪
白書のデータを見れば、離婚などが原因で両親が揃って
いなかったり、家庭内で虐待が起こっていたり、高校は
途中で中退してしまったり、地域には悪い誘いを受ける
かもしれない知り合いがいたり等々、在院者の社会当時
の「居場所」が決して居心地の良いものはなかったことが

浮き彫りになっています。
　少年院での教育的な働き掛けにより、過去を振り返
り、未来を見据え、やがて社会へと飛び立っていく在院
者たち…、これまでの人生で「居場所」と「出番」に恵
まれなかった経験を持っている在院者にこそ、次なる人
生において安全安心で心地よい居場所と、自己の存在
意義に感じ入りつつ自己肯定感を醸成できる出番が必
要なのだと思います。
　その「居場所」と「出番」の確保のために、御機構の
取組がどれほど重要で必要なものであるか。その思いに
駆られつつ、今後とも変わらぬ御支援をいただきたい旨
を深くお願いして筆を置かせていただきます。今後ともど
うかよろしくお願い申し上げます。

更生ペンギンの
ホゴちゃん

更生ペンギンの
サラちゃん
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通常総会を開催しました
　令和5年 5月16日に千葉市生涯学習センターにおいて令和5年度の通常総会を開催しました。当日は174名（本人

出席49名、表決書提出99名、代理出席4名、委任状出席 22名）のご出席をいただき、令和4年度「事業報告書」

及び「活動計算書」を含む決算書類について審議が行われ、全ての議題についてご承認いただきました。

　令和4年度「事業報告書」から抜粋して、活動内容をお知らせします。

※事業報告書と活動計算書は当機構のホームページ（URL	https://www.chibakenkikou.jp）で公開しております。

1.	会員増強活動について

　会員の皆様や県内の経済団体から会員をご紹介いただく「会員紹介活動」を継続し、二種及び賛助会員の増強に

努めました。活動成果は下表のとおりで、昨年度は62先の新規会員をお迎えし、残念ながら退会もございましたが、

会員数は二種会員・賛助会員合わせて51先の増加となりました。引き続き会員の皆様からのご紹介をお待ちしており

ます。

【会員総数　366】 

正　会　員 245

内
　
訳

第一種会員 事業者団体 6

第二種会員 一般の事業者 185

第三種会員 各地区協力雇用主会 18

第四種会員 事業者以外の個人、法人または団体 36

賛助会員 個人、法人または団体 121

【第二種会員と賛助会員の新規入会数と総数の推移】

平成 30 年度 令和元年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

二種会員 賛助会員 二種会員 賛助会員 二種会員 賛助会員 二種会員 賛助会員 二種会員 賛助会員

新規入会 7 1 5 2 14 4 29 8 50 12

会員総数 108 117 110 117 121 120 144 111 185 121
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2.	更生保護就労支援事業について

　法務省の「更正保護就労支援事業」については、令和4年度で 9年目の受託となりました。

⑴ 就職活動支援

　就職活動支援は千葉保護観察所より指定を受けた保護観察期間中の刑務所出所者等を対象とし、本人の希望を確認

した上で就労先の紹介や面接への同席を行うもので、概ね80 件を目安に活動し取り組みは103件でした。過去5年

間の活動結果は以下の通りです。

【受託件数】

平成 30 年度 令和元年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

81 71 89 121 103

【活動結果】
昨年度は103件の受託の内、60 件が就職となりました。

受託目安件数 受託件数 支援終了件数 支援終了者の就職件数

80 103 91 60

【就職した 60 件の就職先業種】
就職先の業種は以下のようになっています。

建設業 サービス業 運送業 飲食業 介護福祉 製造業 卸小売 その他

23 9 9 4 4 3 1 7

　また、就職した60件の内、当機構の紹介により就職したケースは29件、自分で就職先を見つけたケースは31件でした。

受受託託  110033  件件のの取取組組結結果果  支支援援終終了了  9911 件件のの就就職職状状況況 就就職職  6600  件件のの機機構構紹紹介介状状況況

支援終了 
91 件 (88%) 

支援継続 
12 件 (12%) 

就職 
60 件 (66%) 

未就職 
31 件 (34%) 機構紹介 

29 件 (48%) 

自分で見つけた 
31 件 (52%) 
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⑵ 職場定着支援

　職場定着支援は就職した支援対象者が円滑に職場定着できるよう、本人はもとより雇用主とも連絡をとりつつ、課題

の早期発見と解決を目標に活動するもので、概ね50 件を目処に活動し取組みは45件でした。支援を終了した36 件

中22件は３ヶ月以上の就労の継続を確認しましたが、残念ながら約4割の14件が短期で退職となっています。

【活動結果】

受託目安件数 受託件数 支援終了件数 支援終了者の３ヶ月継続数

 50 45 36 22

　令和５年度も法務省より「更正保護就労支援事業」を受託して活動しています。安全な社会のためには再犯を防止す

ることが重要です。再犯防止のためには就労の支援が必要です。心ならずも犯罪をしてしまった人達の更生に向け、

当機構は就労支援を通じて協力していきます。

3.	無料職業紹介事業について

　保護観察対象ではない人を対象とした無料職業紹介事業（職業斡旋）は令和３年度から新たな事業として開始して

おりますが、昨年度は7件の案件に取り組み、4件が就労に結びついています。

【活動結果】

求人数 求職数 就職数
支援依頼元の内訳

弁護士会 地方検察庁

19 7 4 1 6

4.	地区協力雇用主会の活性化について

　令和 3 年度から千葉保護観察所のご支援もいただき、新たな地域ネットワークづくりの活動を行なっております。

その結果、令和４年３月の旭地区協力雇用主会に引き続き、４月には稲毛地区協力雇用主会が会則を整備し、新たな

メンバーで活動を再開いたしました。現在は、市川浦安地区ならびに市原地区で地区協力雇用主会の体制整備を計画、

検討中です。これら２地区では、地区保護司会と地区協力雇用主会の連携・協力のもと、活動再開に向けて様々な問題

点の洗い出しとその解決、円滑な活動体制の構築に向けて活動を進めていく予定です。

　地区協力雇用主会は、26の保護観察区に対して実際に活動しているのは7地区しかありません。また、現在準備中

は２地区です。今後は、これを全保護観察区に拡げていけるよう活動していきます。

■ 活動中の地区協力雇用主会：稲毛地区・柏地区・松戸地区・船橋地区・鎌ヶ谷地区・旭地区・野田地区
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5.	助成金の支給状況について

　当機構では、刑務所出所者等を採用いただいた雇用主や、就労支援対象者に対して助成金や見舞金を支給しています。

⑴ 雇用協力事業者への給与支払の助成事業
　刑務所出所者等を3カ月以上雇用した事業者に対し、給与助成として1件あたり3万円を支給しました。

　助成金支給実績　25 件 / 750,000 円

⑵ 刑務所出所者等への就労支援事業
　刑務所出所者等の就職活動に際しての交通費や諸費用、所持金の少ない就職内定者に対して支度金や当面の生活資

金等を援助しました。	 助成金支給実績　11 件 / 82,000 円

⑶ 雇用協力事業者への見舞金事業
　刑務所等出所者等を雇用し、業務外の損害が発生した場合の見舞金について、支援対象者の早期離職に伴う住居費

用を支給しました。	 助成金支給実績　1 件 / 30,000 円

6.	その他

　当機構ではこの他に、協力雇用主研修会（３会場、参加者延べ116人）、協力雇用主情報交換会（参加者 8人）の開催、

協力雇用主に対するアンケートの実施等、様々な活動を行いました。

※	研修会、情報交換会の様子は広報誌「支援の絆」第12号、第13号で特集しております。当機構のホームページ（URL	

https://www.chibakenkikou.jp）にバックナンバーを掲載しておりますので是非ご覧ください。

【協力雇用主に対するアンケート結果】
　令和 2年 3月以前に千葉保護観察所に登録された雇用主800 先に対して、事業状況の確認及び協力雇用主継続の

意思確認を目的にアンケートを実施しました。

　アンケート結果は以下の通りです。

実施対象 継続 登録辞退 未回答

800 338 114 348

登録辞退の理由

人員充足 業績悪化 指導困難 経営者交替 応募なし 廃業 不明他

25 21 16 12 6 6 28

　アンケート未回答が348先となっています。雇用主の現況がわかりませんと、支援対象者に就業先の適切な紹介が

出来ません。協力雇用主の皆様は、今後、各種アンケートを実施した際には、必ずご回答をお願いします。
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令和 5年度の活動について
■ 前年度に引き続き、就労支援事業を中心に次の 5 つの柱として活動します。

❶ 法務省から受託した「更生保護就労支援事業」の遂行のため、各地区保護司会やハローワーク等の関係機関と
緊密に連携してきめ細かな支援活動を実施する。

❷ 保護司会及び協力雇用主等と連携して、各地区協力雇用主会の再組織化と活性化に努めるとともに、地域内の
刑余者にかかわる福祉関連支援団体等との連携も図り、地域支援連携の拡充を図る。

❸ 法務省受託事業対象外の犯罪者や非行少年等についても、関係機関からの要請により「無料職業紹介事業」と
して幅広い就労支援に取り組む。

❹ 機構の財政基盤強化のため、二種会員、賛助会員の増強を図る。

❺ ホームページや広報紙を利用した情報発信により世論の啓発に努め、事業活動の透明性を高める。

■ 事業費予算は、総額 13,614 千円

　特定非営利活動法人（NPO法人）としての事業費は5,694千円。この費用には、雇用協力事業者や支援対象者に対

する助成金合計1,300 千円を含むほか、地区協力雇用主会に対する働きかけや関連諸団体との連携に係る活動費、広

報誌やホームページを活用した広報活動費、これに人件費やその他の経費を加えて計上しています。

　一方、法務省からの受託業務に係る費用は、当機構就労支援事業所の経費として、受託料の全額 7,920 千円を見込

んでいます。支援活動に携わる人件費のほか、支援対象者との面接に係る交通費、通信費に加え、協力雇用主研修会

等の開催費用を含んでいます。

　活動計画の詳細は当機構のホームページに「令和5年度事業計画書」を掲載していますので是非ご覧ください。

　今年度もすでに3カ月が経過しましたが、就労支援事業は順調に推移しています。また、協力雇用主に対する活動も、

7月には情報交換会を、10月と11月には研修会の開催を予定しております。対象となる協力雇用主の皆さまには改めて

ご連絡をいたします。

■ 令和 5 年 6 月末までの就労支援事業の活動状況
⑴更生保護就労支援事業（法務省からの受託業務）

【就職活動支援】
受託目安件数 受託件数 支援終了件数 支援終了者の就職件数

80 37 14 13

【職場定着支援】
受託目安件数 受託件数 支援終了件数 支援終了者の 3 ヶ月継続数

 50 21 11 8

⑵無料職業紹介事業

求人数 求職数 就職数
支援依頼元の内訳

弁護士会 地方検察庁
9 6 4 1 5
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就労支援事業所の事例

 就労・定着支援事例  

暴力団から離脱後も定職に就くことができず犯罪を繰り返していたが、
そこから立ち直り就労に結びついた事例

　元暴力団構成員、43歳男性。覚醒剤取締法違反、窃盗で3度服役。露天商5年、印刷工、中古車販売、そ

の他建設関連に多数従事。転職を繰り返しており、定職に就いた経験はほとんどない。平成 28 年、初めての刑

期終了時に地元暴力団を離脱したが定職に就くことができず、覚醒剤にも手を出すなど犯罪を繰り返しいた。賃

貸住宅で二人暮らしの次男の収入に頼っていたが、サラ金からの借金に加え、住民税・社会保険も未納。さらに

次男が失職したため生計は厳しい状況だった。当事業所でも、前回の出所時に就労支援に取り組んだことがあっ

たが、就職が決まる前に出奔、再犯により矯正施設に再入所したという経緯があった。

　保護司同席のもと面談。定職に就かないのは、観察所から命じられている覚醒剤防止プログラム受講のため月

1回仕事を休まなくてはならないことへの気後れと持病の腰痛が理由であり、結果として、生活苦から借金を繰り

返し、薬物にも依存したことが判明。本人の希望により自宅から自動車通勤可能なリフォーム工事や賄い業務を

探すことにした。

　リフォーム会社・不動産会社・人材派遣など10あまりの事業を展開している企業を紹介。当社は刑余者の採

用実績があり、さらに大学と連携して薬物、アルコール、ギャンブル、性犯罪などの依存症対策に取り組み、薬

物事犯の採用後も就労環境に配慮し、定期的な検査にも協力していた。

　社長面接に同席。本人が、元暴力団構成員であり、入れ墨と断指があること、社会保険の未納や借入金の状

況についても説明した。その場でグループ内の電気工事会社への採用が決定。手持ち資金がないため当面の間は

日払い対応、試用期間3カ月、問題無ければ社員に登用するという条件。当社は採用に当たり、国の協力雇用主

支援制度である「身元保証制度」と「就労奨励金」を利用することとした。

　当事業所は保護観察所からの依頼により、就労開始後３ヶ月間、当機構が定期的に本人及び会社社長に連絡

を取り勤務状況を確認していたが、その間無断欠勤もなく就労を継続している。また、無職となっていた本人の

次男も当社に採用されたとの報告も受けた。

—	 再犯防止には、生活の安定と社会での居場所確保のため就労することが大切ですが、せっかく就職して

もなかなかそこに定着できない人は多く存在します。とりわけ薬物事犯は依存症となり再犯するものが

多く、結果、採用は敬遠されがちです。今回のケースは、当機構としてもかつて不調に終わった取り組

みへの再チャレンジだったわけですが、立ち直りたいと考えていても定職につけない理由を丁寧に聞い

て、そこに至らないよう環境を整えた雇用主を紹介できたことで更生へのスタートラインに立つお手伝

いができました。そのような環境を提供していただける雇用主に敬意を表すとともに、一人一人の事情を

よく聴くことの大切さを改めて実感しました。まだ、更生は始まったばかりですが完全に立ち直れるこ

とを期待しています。
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新規会員のご紹介
令和5年2月以降の新規会員をご紹介いたします。（順不同、敬称略）

二種会員
（一般の事業者）

・エイワ建商　株式会社 ・株式会社　清高

賛助会員
（事業の推進に協力する会員）

・市川　恵子 ・有限会社　双葉工業所

令和5年 6月30日現在の会員数は次の通りです。

一種会員 6 二種会員 183 三種会員 18

四種会員 36 賛助会員 117 合　計 360

入会のご案内
　当機構は主に会員の皆様の貴重な年会費により運営されております。就労を希望する対象者に対する就労支援、雇用

主の皆様への研修活動や助成金の交付を積極的に進めていくためには、その前提となる財務基盤の強化が重要です。

引き続き、犯罪や非行をした人の就労による立ち直りを支援することを通じて千葉県の治安の改善を目指す、私どもの

事業を支えてくださる企業、団体及び個人の皆様にご入会いただけますよう会員募集を継続しておりますのでご協力をお

願いいたします。

年会費　正会員（二種会員）1万円以上　　賛助会員　2千円以上

入会申込書は、当機構のホームページにございます。ダウンロードしてお使いください。
https://www.chibakenkikou/jp/joinus/

トピックス	「協力雇用主ハンドブック」を創刊しました。
　昨年7月に開催した協力雇用主情報交換会において、参加した

雇用主から「雇用した刑務所出所者等は様々な問題を抱えている。

彼等の抱える問題について、どこに相談したら良いのかわからない。

相談窓口を知りたい。」と言うご意見をいただきました。

　これを受け、当機構では困った時の相談窓口の一覧を記載した

ハンドブックを作成しました。このハンドブックは、14の雇用事例

を記載した就労事例編と、困った時の相談窓口、協力雇用主に対

する支援制度などが記載された資料編で構成されています。

　協力雇用主の皆様には全てお配りしますので、是非、参考にしてください。
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§4　悪い人
間関係を清

算させるこ
と

本人の行動
に悪い影響

を及ぼすの
は、家族関

係だけでは
ありません

。家族や社
会から疎外

されると、
どう

しても周り
にいる素行

の悪い仲間
などに引っ

張られ、犯
罪や非行を

してしまう
ケースや、

更生を阻害
されてし

まうケース
もあります

。

 事例 9  理容師となるよう周囲で応援したが出奔してしまったケース

DV傾向の
ある夫が共

犯として逮
捕された 20 代女性の

Iさん。本人
は釈放され

たが、住居
が無いこと

から支援

団体のお世
話になって

いた。更生
緊急保護対

象者として
支援を開始

。Iさんと面
接し保有資

格を確認し
たところ、

理容師免許
を保有して

いたため理
容関係の協

力雇用主に
採用を打診

。何度かの
面接を受け

S 社の内定
をいただい

た。S 社は
アパートを

保有してお
り、一部屋を

確保いただ
き、逮捕拘留

中の夫には
「絶対に勤

務先を通知
しない約束

」

で理容師習
いとして勤

務を開始し
た。ところ

が、ある日
夫の弁護士

から会社に
電話が入っ

た。S 社が
Iさんに確認

したところ
、Iさん本人

が約束を破
って夫に勤

務先の情報
を話したこ

とが分った
。その後も

Iさんは暫く
働いていた

がある日突
然いなくな

った。一人
前の理容師

になるよう
S 社の社長

や同僚も、
状況を理解

した上で励
ましながら

対

応していた
だいていた

が残念な結
果に終わっ

てしまった
。

更生にはこ
ういった悪

い人間関係
を清算させ

ることも重
要になって

きます。協
力雇用主の

中には、刑
余者を採用

したら、携
帯電話を預

かって過去
の仲間との

連絡の遮断
に協力して

いるという
事例もあり

ます。

§5　新たな
出会いでや

り直す

社会経験の
少ない「少

年」たちは
、やり直そ

うとしても
、色々な誘

惑があった
り、人間関

係等で失敗
してし

まうことも
少なくあり

ません。雇
用主は自ら

の経験を伝
え導いてあ

げることも
必要になり

ます。

 事例 10  同僚との人間関係に失敗したが、事情のわかる雇用主との出会いでやり

直したケース

Mさんは、
高校中退後

いろいろな
業種に就く

が長続きせ
ず、2ヵ月位

で転職を繰
り返してい

た。希望業
種の Q 社

の面接を受
ける。Q 社

に面接結果
を確認する

と、採用す
る事にした

という。「M
君の印象は

幼い感じだ
が仕事には

問題ない。
明日から勤

務してもら
い仕事に慣

れたらQ 社近くに
転居させる

予定。」との
ことであっ

た。

Mさんから
も「採用に

なりました
。元気に働

いています
。」と連絡

があり、後
日Q 社に勤務

状況を確認
すると、

勤務継続中
との回答が

ありひとま
ず安心した

。ところが
突然、保護

観察所担当
観察官から

Mさんが Q 社を離職
し

たので再支
援して欲し

いとの依頼
を受ける。

Mさんは Q 社の仕事
は好きだっ

たが、過去
に非行のあ

った同僚と
夜遊

びするよう
になり、上

司に厳しく
指導されて

段々気まず
くなってし

まい離職し
たとのこと

。「他の業者
からも良い

会

社だといわ
れていて、

Q 社からも
慰留された

が、人間関
係の問題な

ので今は戻
れない。他

の仕事をや
ってみること

にしたい。」
とのことだ

った。協力
雇用主数社

の情報の中
からP 社を希望

したので、
採用面接を

セットした。

P社社長と
の面接の中

で、鑑別所に
入っていたこ

とを話すと
、「俺の後輩

じゃないか
。力仕事だが

やれるか」と
聞かれ、

やれるかど
うかアルバ

イトで働い
てみて判断

したら良い
という提案

があった。
本人が興味

を示すと、
近々研修会

があ

るので参加
するように

指示があっ
た。研修後

、「研修が終
わりました

。早ければ
今週から仕

事に入りま
す。」と連絡

が入る。後
日社長に様

子を聞くと
、「頑張って

いますよ」
と嬉しい話

が返って来
た。

仕事を始め
た後でも、新

しい人間関
係の中でト

ラブルが発
生すること

があります
。このケー

スは社長ご
自身が「鑑

別所」での
生活を経験

していらし
たので、本

人の気持ち
を理解して

対応いただ
きました。

 事例 11  勤務開始前に問題を起こし、少年鑑別所に移送されたケース

バイク窃盗
で保護観察

処分17 歳
少年 Nさん。通

信制の高校
に通いなが

ら夜間はコ
ンビニでア

ルバイトを
してい

る。ごみ収
集、清掃の仕

事を希望し
ており、O 社

を紹介。面
接の上、採用

が決定した
。面接の際

、O 社の社長
から「来

年で創業3
0年になるが

、当時17歳
で来た少年

が今では4
2歳で専務

になってい
る。もう一人

も同い年で
22年働いて

、

今は部長に
なっている

。皆、若い
ころはヤン

チャをやっ
ていた連中

だ。自分も
ヤンチャだ

った。」とい
う話があっ

た。

勤務開始は
1ヶ月後か

らとなった
が、Nさん

がアルバイ
ト先で問題

を起こし、
警察に勾留

され、その
後少年鑑別

所

に収容とな
ってしまった

。

O 社社長は
少年鑑別所

まで出向き
、Nさんと

面談。「待っ
ているから

」と声をか
けてもらっ

たNさんは、
何度も

泣きながら
社長に謝罪

した。

後日、家庭
裁判所で行

われた審判
には社長も

同席。裁判
官から雇用

の理由を聞
かれ「17 歳

にしては応
対がしっ

かりしてい
た。彼の眼

は死んでは
いなかった

。とても輝
いていた」

と説明。結
果、対象者

は保護観察
処分となり

、

少年院送致
にはならな

かった。

社長は、会
社から徒歩

5分の所に
住まいを確

保して下さ
っていた。

当方の「対
象者は御社

の仕事が続
けられる

でしょうか
?」との問い

に対し、「我
が社の仕事

は 4K だから、
彼に限らず

、今の若者
は長続きし

ないかも。
それで

も構わない
。更生のき

っかけにな
ればそれで

いい」との
ことだった

。

この例のよ
うに、支援

期間中に問
題を起こし

てしまい警
察署に勾留

されるケー
スは多くは

有りません
が、他にも

あります。
社長のお言

葉に涙した
気持ちを忘

れずに更生
してくれるこ

とを願うば
かりです。
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協力雇用主ハンドブック 

§7　言ってはいけないこと
刑余者たちは、当然、自分の犯してしまった罪と刑務所等の矯正施設に入所していたことに負い目を感じて

います。それを理解していないと、ふとした一言から雇用主はもとより、同僚との人間関係に大きな傷を残し
てしまします。

 事例 14  十分に話し合うことで、気持ちのすれ違いを解消したケース覚醒剤事犯で30 代男性の Fさん。仮釈放後の生活費は貯金取り崩しのため、早期就労を希望。これまでの職
歴は店員や事務作業が主で、飲食業の経験もあるが資格を取るまでの経験はなかった。また、Fさんは「手っ取り
早く土木作業も考えたが経験が無く自信が無い」とのこと。運転免許もなく通勤手段は電車か自転車に限られるた
め、自宅から自転車通勤出来る協力雇用主のスーパー店員を提案。無事採用となった。
2ヶ月ほど後、スーパー店店長から「本人が今日来て急に辞めると言って帰ってしまった。シフト勤務なので急に

辞められるのは困る。本人に話して貰いたい」と連絡が入る。Fさんに事情を聴くと「仕事がきつく妻からも辞めた
らと言われている。加えて店長や同僚からたびたび『だからお前は犯罪者なんだよ』と言われたため辞める決断を
した」と言う。当方から店長に連絡。本人の考えに合わせ、店長や同僚の発言は「言ってはいけないこと」で取り
消して貰いたいと改善を求め、再度本人と話し合うようお願いした。その後、本人と店長とで何度か話し合い、お
互いに言い過ぎたと謝罪しあったことで、わだかまりが消え、就業面のでも改善が図られ業務に復帰した。
雇用主は刑余者であることをわかった上で、刑務所出所者等を採用いただいていますが、その事実を他の社員

にどこまで伝えるのかは難しい問題です。事実を伝えることで他の社員が混乱してしまわないか、また伝えずにい
て何か事故が起きてしまった場合には「なぜ事前に言ってくれなかったのか」と、社員に不信感を持たれてしまわ
ないかなど、心配ごとには際限がありません。刑務所出所者の雇用経験のある雇用主に伺っても、その対応はさ
まざまでした。ただ、何か失敗した時に「だからお前は犯罪者なんだ」と言ってしまうのは、立ち直ろうと努力し
ている人を深く傷つけてしまう言葉であることをご理解ください。

資 料 編

● 協力雇用主とは
犯罪や非行の前歴のために定職に就くことが容易でない刑務所出所者等を、その事情を理解したうえで雇用し、

改善更生に協力する民間事業主を「協力雇用主」といいます。犯罪や非行をした人は、再び地域に帰ってきます。これらの人が再犯や再非行に至らないためには、仕事につき
安定した社会生活を送ることが大切です。再犯時に無職である人の割合は、有職者の3 倍に上ります。再犯率を下
げるには「就労」が必要で、そのためには「協力雇用主」の存在が不可欠です。※刑務所出所者等とは「保護観察対象者」と「更生緊急保護対象者」を言います。・保護観察対象者	 裁判で保護観察に付された者や矯正施設を仮に釈放された者
・更生緊急保護対象者	 犯罪等が原因で身柄拘束され、その後釈放された者（満期釈放者等）

千葉県の協力雇用主

業種別（令和 3年度末）
先数 比率

建設業 587 63%
サービス業 69 7%
医療福祉 46 5%
運送業 44 5%
製造業 41 4%

電気・ガス 37 4%
飲食業 20 2%
小売業 18 2%
農業 14 2%
その他 57 6%
合計 933 ―

       
 

● 協力雇用主になるには
協力雇用主になるためには、保護観察所への登録が必要です。最寄り又は事業所の所在地を管轄する保護観察所へお問い合わせください。

（必要となる書類）
雇用主登録申請カード、役員名簿、登記事項証明書（写）、役員全員の住民票（写）又は運転免許証（写）

691
776

866 907 933

67 58 71 70 86

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度協力雇用主数 対象者を採用した雇用主数
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